
　1 枚目の「二才団の十五夜（組織編）」では豊年祭当日の映像だけではなく、エイサー後に二才頭
が二才団の総会「二十日揃 ( はつかずり )」への出席を青年会に依頼するところから始まり、二十日
揃の様子や練習風景、先輩たちによる指導風景なども収録しています。また、豊年祭の舞台の準備
や当日に回る拝所の清掃など二才団の役割にもスポットを当て、撮影を行いました。
　2 枚目の「踊りを伝える（芸態編）」では二才団を卒業したウスメー（数え 40 歳以上）たちに、
映像によってかつての師匠の踊りを確認してもらい、踊りの型をどう受け継ぐかについて話し合っ
ていただきました。そして、今回撮影した現在の二才たちの踊りの映像に対して、型に関する注意
点などを若いウスメーたちのコメントという形で加えるという方法で今後の踊りの手本とできるよ
うな記録映像の制作を試みました。その他に現在では行われなくなってしまったかつての踊りの歩
み方や舞台への登場の仕方についても記録として撮影・収録を行いました。
　今後は今回制作した映像記録について、恩納村博物館や恩納村文化情報センターでの公開や閲覧
ができるようにしていきたいと考えております。また、監修者である板谷徹氏に講演会の開催も計
画しておりますので、開催が決まりましたら『広報おんな』などでご案内いたします。
　最後になりましたが、今回の映像記録保存事業にご協力いただいた板谷徹氏、瀬良垣二才団を始
めとした瀬良垣区の皆様に厚く感謝申し上げます。

瀬良垣二才団の皆さん 豊年祭撮影の様子

※４月２５日に予定されていました令和２年度歴史ロードを歩こう事業は、現在感染が拡大してい
る新型コロナウイルスの影響で延期となりました。開催時期に関しましては、決まり次第ご案内
いたします。

山田谷川の石矼

　歴史の道としての「国頭方西海道」は琉球王国時代 (1429～1879 年 ) に整備された主要道で、
山原と中部を繋ぐ道でもありました。琉球王国時代の主要道は、首里を起点として、国頭方、中頭方、
島尻方への７本の道が整備されました。恩納村には国頭方西海道が通っており、当時の様子を知る
文化財が残されています。今回は歴史の道に関連する文化財を紹介していきます。真栄田の一里塚は、
字真栄田に人工的に設置された塚で、一里 ( 約４km) ごとに築かれました。フェーレー岩は、字真
栄田にある岩のことで、当時はこの付近は昼でも薄暗いためにフェーレー ( 追い剥ぎ ) がよく出没
したと伝えられています。山田谷川 ( ヤーガー ) の石矼は、字山田の谷川 ( ヤーガー ) に架けられ
た石矼で、琉球石灰岩の野面積みの橋桁部分に美しいアーチが特徴的です。仲泊遺跡には、先史時
代の遺跡だけでなく、琉球王国時代に整備された比屋根坂石畳道があります。石畳道は仲泊側と山
田側の丘の斜面に琉球石灰岩を敷き詰めて造られています。仲泊の一里塚は、自然の丘を利用した
塚で、真栄田の一里塚とともに沖縄県内でも一里区間を示す塚が残っているのは、恩納村のみで、
貴重な文化財となっています。

歴史の道
―国頭方西海道について―

恩納村の文化財 67 文化財担当：大城 　恩納村教育委員会では令和元年度に一般財団法人地域創造の助成を受け、
地域伝統芸能等保存事業（映像記録保存事業）『瀬良垣の豊年祭』の制作を
実施し、令和 2 年 3 月に完成しました。
　瀬良垣区の豊年祭は八月十五夜である旧暦 8 月 15 日に瀬良垣二才団に
よって開催されており、二才踊りや女踊り、組踊などが上演されます。今
回は瀬良垣区の協力を得ながら、この豊年祭と関連行事や踊りの型を伝
承していくための手本とする「二才団の十五夜（組織編）」と「踊りを伝
える（芸態編）」の映像を収録した 2 枚組の DVD を制作しました。制
作にあたっては、長年恩納村の芸能について調査・研究をされている板
谷徹氏（沖縄県立大学名誉教授、恩納村史編さん委員）に監修や脚本
製作を引き受けていただき、瀬良垣区の関係者との調整を重ね、要望
等を取り入れながら事業に取り組んでおります。
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『瀬良垣の豊年祭』が完成しました。
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